









English education program for nursing students based on active learning strategies 
 
 
落合 亮太 1）  杉本 健太郎 1）  土肥 眞奈 1）  田辺 有理子 1）  中村 幸代 1）  赤瀬 智子 1） 
Ryota Ochiai   Kentaro Sugimoto      Mana Doi       Yuriko Tanabe    Sachiyo Nakamura   Tomoko Akase 
 
キーワード ：看護学生, 英語教育, 模擬患者, 能動的学習 








(以下, 本学) は, 世界を見据えて活躍する国際感覚豊かな
学生を育成するため, 大学をあげて実践的な教養教育の拡充, 
国際化推進, 先端的科学研究の遂行を目指している. この一
環として, 2005 年には全学部必修の英語科目である Practical 
English (以下 PE) の導入, 2007 年には native instructor をは
じめとしたスタッフが, PE の運営や個別カウンセリングなどを通
して学生の英語学習を支援する PE センターの設置, PE 学期
末 試 験 へ の Test of English as a Foreign 




卒業要件とする他, 近年では TOEFL-ITP450 点相当取得を 2






看護学科では 2015 年度, 学生が看護師役, PE センターの
native instructor が外国人模擬患者となり, 英語でバイタルサ
インズ（体温・脈拍・血圧）を測定する看護英語教育プログラム




関する学習を終えた時期の 1 年次生のうち, プログラム参加希









際, 模擬患者役となる PE センターの native instructor から英
語表現や発音などに関する指導を受けた. 午後, 学生は指定






バックを受けた. さらに, グループ全員のロールプレイ終了後, 
模擬患者がグループ全体に対するフィードバックを実施した. 
その後, 学生は模擬患者用と同一内容の評価表を用いて自
実 践 報 告 
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る(落合ら, 2017). この原因として, 本邦の学生が一般的に英
語の基本的技能のうち, 「聞く」「話す」ことを苦手とする(弓谷, 
2009)ことに加え, 事前課題が個人作業中心であったこと, 学




(落合ら, 2017). 課題の二つ目は, 模擬患者役となる PE セン
ターの native instructor 数に上限があるため, 1 年次生全員約
100 名を対象としたプログラムを実施することができず, より教
育支援を要する TOEFL-ITP 450 点未満の学生のうちの希望
者に対象を限定せざるを得なかったことである. 以上から今後, 
同プログラムを発展・拡充させるうえでは, 事前学習の段階か
ら学生の能動的な学習を促し, さらに 1 年次生全員を対象とで
きる教育体制を整えることが必要と考えられた(落合ら, 2017).  







旧プログラムの課題を踏まえ, 2016 年 4 月から 2016 年度の
看護英語教育プログラム (以下, 新プログラム)の計画立案を
開始した. 新プログラムの概要および旧プログラムからの変更
点を以下および図 1 に示す.  
1. 対象学生 
新プログラムでは PE スコアを用いた対象学生の限定は行わ
ず, 基礎看護学関連科目の履修を終えた看護学科 1 年次生
全員 (102 名)を対象とし, これらの学生を 5-6 名ずつからなる
グループに配置した. 
 




































































センターの native instructor から確認・指導を受ける (1 グルー




ついて, 全学生にフィードバックを行った. さらに, 「学習時間
の確保」として, 事前課題の提示を 2015 年度は 1 月に実施し
ていたところを 2016 年度は 9 月下旬に約 4 ヶ月前倒しし, 翌
年 3 月のロールプレイ当日までに, 学生が十分な準備をできる
よう配慮した.  
3. 模擬患者・ロールプレイ 
十分な模擬患者数を確保するため, 新プログラムでは PE セ
ンターを介して, 交流のある大学近隣のボランティア団体ス
タッフ 10 名に模擬患者役を依頼した. また, ボランティア依頼
にあたっては, 学生が過度に緊張せず, 模擬患者と活発にコ
ミュニケーションを行えることを優先し , 同年代の native 
speaker に依頼した. 参加学生数および模擬患者数の都合上, 
ロールプレイには本学科における 2 時限分の時間 (90 分間×
2) をあて, 1 時限目・2 時限目それぞれに対象学生を半数ず
つ振り分けた. 各学生のロールプレイ時間は 10 分間であり, 
バイタルサインズ測定は, 旧プログラム同様, 学生が事前にシ
ナリオを作成している体温・脈拍・血圧測定のうち, 教員がラン
ダムに指定した 1 つのみを実施した.  
4. 評価方法 
学生に対するフィードバックは, 各学生のロールプレイ終了








性よりも看護師としての態度を評価する計 9 項目とした. 回答
方式は「とてもそう思う」から「全くそう思わない」までの 4 段階の









討した. なお, すべての解析は両側検定とし, 有意水準は 5% 
とした. 統計解析ソフトは IBM SPSS Statistics ver.20.0 を用
いた.  
6. 倫理的配慮 
対象となる看護学科 1 年次生を対象学生に, プログラム実













1 年次生全 102 名のうち, 事前学習には 100 名, ロールプレ
イには 91 名が参加した (参加率 89.2%) . プログラムに参加し
た学生からの評価表回収率は 100.0%であり, 自己評価を集計
した結果, 全項目において 7～9 割程度の学生が「とてもそう思
う」または「そう思う」と回答していた. 「とてもそう思う」または「そ
う思う」と回答した学生の割合が相対的に低かった項目は , 
「患者さんの安楽に配慮した」 (75.8%) , 「患者さんの病状に関





た (図 2) . 新プログラムにおける学生の自己評価と模擬患者
による他者評価を比較したところ, 評価表の全項目において, 
学生による自己評価が模擬患者による他者評価よりも有意に








* p < 0.05 
図 2 学生による自己評価の得点分布と 2016 年度 (n = 91)・2015 年度 (n = 11)の比較 
自己評価: 学生による自己評価 (n = 91), SP 評価：模擬患者による他者評価 (n = 91), * p < 0.05 


















構築し, 客観的臨床能力試験 (Objective Structured Clinical 





































旧プログラムでは模擬患者役を PE センターの native 
instructor に依頼したが, 新プログラムでは十分な模擬患者数
を確保するためボランティアに模擬患者役を依頼した. また, 











プログラムを 2 回以上, 継続・発展的に実施する際などは, 学
生の学年や英語学習状況, プログラムの目的に応じて模擬患
者役の対応も変更できることが望ましい. そのためには模擬患







況や積極性など, 学習プロセスの評価も必要である. また, プ
ログラム参加に伴う英語学習意欲の高まりなど, 継続学習の観
点からの評価も重要だろう. 限界の二つ目は, 1 年次生全員を
対象とした新プログラムと, TOEFL-ITP 450 点未満の学生に
対象を限定した旧プログラムでは, 参加学生の英語力が異な
る点である. 先行研究では TOEFL スコアと英語によるコミュニ
ケーションに対する自信の間に関連は認められておらず 









皆様, ならびに Carl McGary 教授をはじめとする横浜市立大
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